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1,174名（幼稚園100名、⼩学校605名、中学校423名、特別⽀援学校46名）

茨城⼤学の概要
本部所在地設⽴年⽉⽇

学⻑

学⽣数

教職員数

キャンパス

茨城県⽔⼾市1949年5⽉31⽇
太⽥ 寛⾏

（おおた ひろゆき）

853名（専任教員 : 494名、専任教諭 : 84名、専任職員275名）

8,054名（学部6,746名、専攻科19名、⼤学院1,289名）

※ ⼈数は、2024.4.1現在
総予算額 143億7百万円（⼀般会計・特別会計の合計 : 2024年度）

2024年は、新制⼤学として75周年、ルーツ校である拡充師範学校の創設（1874年） から数えて
創基150周年を迎えます。

⽔⼾、⽇⽴、阿⾒、東海サテライト

⼈⽂社会科学部、教育学部、理学部、⼯学部、農学部、地域未来共創学環学部

⽣徒数

⼤学院・専攻科 ⼈⽂社会科学研究科（修⼠課程）、教育学研究科（専⾨職学位課程）、理⼯学研究科（博⼠課程[前期・後期]）、
農学研究科（修⼠課程）、連合農学研究科（博⼠課程[後期]）、特別⽀援教育特別専攻科
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附属学校園 教育学部附属幼稚園、⼩学校、中学校、特別⽀援学校（⼩学部・中学部・⾼等部）



学⼠︓ (Ba.)
⼈⽂(⼈⽂社会科)学部 18,415
教育学部 25,560
理学部 9,728
⼯学部 27,642
農学部 8,076
(⽂理学部) 2,605
合計 92,026

最近の
卒業式⾵景

10万⼈を超える卒業⽣・修了⽣
Doctorate by
thesis only

3

論⽂博⼠: 

理学 446
⼯学 1,490
農学 328
合計 2,264

修⼠・博⼠: 
⼈⽂(⼈⽂社会科)学研究科(Ms.) 692
教育学研究科(Ms./M.Ed.) 1,711
理⼯学研究科(Ms.)                   8,848 
理⼯学研究科(Dr.) 664 
農学研究科(Ms.)                        1,651
合計 13,566

※ ⼈数は、2024.4.1現在

Doctorate by 
thesis only



24の国・地域 / 77⼤学・機関と協定を結び、教育研究で連携しています 4



2023年度からスタート
■ カーボンリサイクルエネルギー研究センター

国内外から優秀な若⼿の研究者が集積。欧州等の世界の
動向を⾒据えた、世界トップクラスの研究・教育拠点

■ グリーンイノベーション（GI）基⾦事業への参画
バイオものづくり技術によるCO2を直接原料としたカーボン
リサイクル。⾷料・農林⽔産業のCO2等削減・吸収技術の開発

2024年度からスタート
■ 地域産業に貢献する製造系⾼度ITエンジニアの育成強化

⽂科省「令和５年度 ⼤学・⾼専機能強化⽀援事業（成⻑分野
をけん引する⼤学・⾼専の機能強化に向けた基⾦）」

■ 地域未来共創学環（4⽉）
５７年ぶり学部新増。国⽴⼤学初、コーオプ実習を必修化

■ ダイバーシティ・マネジメント地域共創リーダー教育プログラム
⽂科省「令和５年度⼤学教育再⽣戦略推進費 ⼈⽂・社会科学系
ネットワーク型⼤学院構築事業」

■ 原⼦科学研究教育センター
これまでの原⼦科学分野における研究実績を基盤として
さらに展開する拠点を形成

具体的な取組

5「⾃律的でレジリエントな地域が基盤となる
持続可能な社会の実現」を⽬指しています



茨⼤開学時からのキーワード︓「野⼼満々たれ」

昭和24年(1949年）5⽉31⽇開学
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茨城⼤学 VISUAL CHRONICLE
https://www.ibaraki.ac.jp/chronicle/index.html

７⽉２０⽇に炎天下の屋外で開かれた第
１回⼊学式で、鈴⽊初代学⻑は以下のよ
うに学⽣を励ましました。

「大學は教養の高い、豊かな人物の養成
につとめるが諸君は個性を生かさねばな
らない、文理系から大発明家が出て教育
系から政治家大新聞人が出ても不思議で
はない、諸君は自由意思で自分を啓発し
てゆくことである、強制をうけなければ
義務責任を果たせないのではいけない
私は自由啓発といつている、茨城の地は
日本歴史上文教の地として異彩を放つて
いる、時勢は移り變（かわ）つたが日本
文化の中心地となるような學風をつくつ
て貰いたい、諸君が茨城大學の先頭であ
る、野心満々たれ」



茨⼤が築いてきた「教育の質保証システム」 7



これまでの 「教育の質保証」の取組を書籍化しました
－『現場が動きだす⼤学教育のマネジメントとは』、2023-4-28に発売－

編者︓太⽥ 寛⾏（茨城⼤学学⻑）・
嶌⽥ 敏⾏（茨城⼤学全学教育機構教授）

著者︓「茨城⼤学コミットメント」プロジェクト

〈⽬次〉
第１章 茨城⼤学「教育の質保証」システム構築の
物語
1.⼤学の教育は誰のもの︖―⼤学評価の歴史と
茨城⼤学型マネジメントの萌芽
2.全学の教育⽬標をつくる―「何もしない⼤学」を
変えたディプロマ・ポリシー
3.「教育の質保証」とは何か―学修データと⼤学
運営
4.質保証の現場と物語の⼒―データの「弱い活
⽤」とコミュニケーション
5.教育の成果はどう現れたか、そして未来へ―実
現した「チーム茨⼤」が⽬指すもの

第２章 【実践編】内部質保証システムはこうつくる
―組織的・継続的な教育マネジメントへの提⾔―
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ISBN-13  :  978-4297135096
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2019年度⼊学⽣

2022年度調査
2019年度
⼊学⽣

2022年度
調査



初年次の成績と４年間の成績は正の相関があります
10
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N=1030

N=947

N=1017

N=1369

N=1030

N=950

N=1020

N=1365

〈学業〉

〈将来に関すること〉

１年次⽣については、「将来に関すること」
「学業」の悩みが⼤きいことを把握しています



（ベネッセの⾼等教育情報誌“Between”の 310号(2023年)では特集が組まれ、茨城⼤学の取組が紹介されました）
様々な社会問題を抱える我が国では、「学修者本位の教育」を⾏うことが、⼤学に求められています



「大學は教養の高い、豊かな人物の養
成につとめるが諸君は個性を生かさね
ばならない、文理系から大発明家が出
て教育系から政治家大新聞人が出ても
不思議ではない、諸君は自由意思で自
分を啓発してゆくことである、強制を
うけなければ義務責任を果たせないの
ではいけない 私は自由啓発といつて
いる、茨城の地は日本歴史上文教の地
として異彩を放つている、時勢は移り
變（かわ）つたが日本文化の中心地と
なるような學風をつくつて貰いたい、
諸君が茨城大學の先頭である、野心
満々たれ」

「学修者本位の教育」のさらなる推進
→“スチューデントサクセス”

スチューデントサクセスとは︓
単に良い成績を取ることや卒業まで着実に学修を進めるだけ
でなく、⾃分が努⼒した成果を評価し、⾃分の⽬標や価値観
に基づいて充実感を感じること」、
すなわち、どれだけ「なりたい⾃分になったか」
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茨⼤の“スチューデントサ
クセス”のルーツは、
鈴⽊・初代学⻑の開校
式の訓⽰の中にあります

→ → →



⽀

⽅
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茨城⼤学が取り組んでいる重点研究分野 15
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環境研究総合推進費
「気候変動影響予測・適応評価の

総合的研究」を開始
（研究代表機関）

2006年
フロンティア
応⽤原⼦科学
研究センター
（iFRC）を設置

茨城県サイエンスフロンティア２１構想
（つくば・東海・⽇⽴知的特区構想）
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令和5年度「原⼦⼒⼈材育成等推
進事業費補助⾦「放射線とトリ
チウムの知識の習熟を基盤とし
た原⼦⼒規制⼈材育成」を開始



カーボンリサイクル
エネルギー研究
センター設立

「SDGs」のずっと前から
取り組んでいる
茨大のサステイナビリティ学

1949 20151970 2006

茨城大学創立ととも
に涸沼研究室発足

地球変動適応科学研究機関（ICAS）開設

SDGｓ
国連総会で採択

臨湖実験所を
霞ヶ浦に

2024

ヒヌマニシンの標本

水圏環境の研究の歴史

「サステイナビリティ学」スタート

2020
地球・地域環境共創機構（GLEC）

開設

GLEC、気候変動
アクション
環境大臣表彰を受賞

サステイナビリティ学
教育プログラム（学部生対象）

南アジア、東南アジア
地域での研究・教育

霞ケ浦、涸沼などの
湖沼資源の環境・生態系、
持続可能な農業の研究
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Carbon Recycling Energy 
Research Center

2023



国内総合では17位にランクイン︕ 世界トップ100には、 がランクイン。

茨城⼤学が で 国内最⾼位レベルにランク ︕

6⽉1⽇、イギリスの「Times Higher Education（THE）」が、SDGsの枠組みを⽤
いた最新の世界⼤学ランキング（115の国・地域から過去最多の1705校が参加）「THE
Impact Rankings 2023」を発表。SDGsの17のゴールごとのインパクトランキングで、
茨城⼤学は「ゴール4︓質の⾼い教育をみんなに」、 「ゴール7︓エネルギーをみんなに
そしてクリーンに」、 「ゴール8︓働きがいも経済成⻑も」と「ゴール10︓⼈や国の不
平等をなくそう」の４つが国内⼤学での最⾼位レベルにランクされました。

特に「ゴール７」については、昨年度改訂した「茨城⼤学グリーン化推進計画」(茨⼤
GXプラン)でSDGs達成への貢献を明記した意欲的な計画を⽰している他、カーボン
ニュートラルの連続講演会を実施するなど、社会への積極的な情報発信を⾏っていること
が評価されたと考えられます。今年4⽉には「カーボンリサイクルエネルギー研究セン
ター（CRERC）」を⽴ち上げ、エネルギーの研究を⼤学として重点化。この分野につい
てさらなる貢献に努めていきます。

また、「ゴール10 」については、SDGs・ダイバーシティを担当する理事を配置し、
バリアフリー推進室を中⼼に障害のある学⽣への合理的な配慮の取組やピアサポート、加
えて、ダイバーシティ推進室を中⼼に⼤学における多様で包摂的な環境づくりに努めてい
ることなどが評価されたと考えられます。

茨城⼤学では、引き続き研究・教育活動を通じたSDGsの達成に貢献していきます。

今年で5回⽬となる「THEインパクトランキング」は、国連の持続可能な開発⽬標・SDGsに掲げられた
17の⽬標の枠組みを⽤いて、研究、管理責任、アウトリーチ（現場における実践）、教育という4つの分野
から⼤学の取り組みを評価し、ランク付けするもので、サステイナビリティにおける⼤学の貢献度を⽰す
ランキングとされます。

各⼤学が強みに合った⽬標を選んでエントリーしたデータがポイント化され、ランキングに反映されま
す。茨城⼤学はすべての⽬標にエントリーしていました。今回は世界の1,591⼤学がランクインしており、
茨城⼤学は世界で301-400位というスコアでした。

SDG 1（貧困）：⽴命館⼤学
SDG 2（飢餓）：京都⼤学
SDG 3（保健）：名古屋市⽴⼤学
SDG 4（教育）：茨城⼤学 他
SDG 5（ジェンダー）：お茶の⽔⼥⼦⼤学
SDG 6（⽔・衛⽣）：九州⼤学
SDG 7（エネルギー）：茨城⼤学・九州⼤学
SDG 8（成⻑・雇⽤）：茨城⼤学・九州⼤学
SDG 9（イノベーション）：東北⼤学
SDG10（不平等）：茨城⼤学・広島⼤学 他
SDG11（都市）：筑波⼤学
SDG12（⽣産・消費）：筑波⼤学
SDG13（気候変動）：東北⼤学
SDG14（海洋資源）：九州⼤学
SDG15（陸上資源）：北海道⼤学
SDG16（平和）：慶應義塾⼤学
SDG17（パートナーシップ）：北海道⼤学

（引⽤） THE Impact Ranking 2023ページより
※1 1位タイを含む。
※2  = : 同順位校有（THEページは、英語表記のアルファベット順に掲載）

SDGsの枠組みを用いた最新の世界大学ランキング
「THE Impact Rankings 2023」
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